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であるか ,雌は雄よりも体が大 きく辺は うす黄色で り.臨界日長か北力-産の個体群ほど長 くなる地理的

ある,雌には 2つの辺 型かあ り､夏季ILLli現する個 勾配が認められている 3)

体は飛ぶことのできる普通の週 を具えているか ,釈 筆者らは.京都市産の個体群について,発育 日数

季に.L. ご や臨界日長 .幼虫の経過令数等 を調べ,二､三の知H硯する個体は週が徳化 していて胤 ;ことがで

き五･い.一般に長辺甲の雌は非休眠卵を産ふ.無辺 見を得たので.二二に報告する. 
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実験に用いた個体は,京都右左京区北 白川のプラ
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世代飼育 Lたものである.飼育は.直径 8cm,高 さ 条件下で も､排の万が雌より L5-1()E7加かか -ノた･

4
 0)8
9
1(近畿大学農学部紀要

fLまた,雌雄 とも3℃では '11混障告による党i 
2令以降は 2匹ずつ 入れて,プラタナ スの葉 を与え か 兄;っiLたので,発育零点 (to)および有効積許塩島三二 

t.)(4cmの透明プラスチ､ソク容器 当り1令幼虫は 5｢唱. .の遅 iL

Wの 白色けい光灯を使用 した 日長調節箱内で行な02
 (K)は .3
 t｡は雌雄 と

jjがやや 多か -,lJ. 

0℃の佃 を除外 して勘 1日ノ ∴ 

った .温度に関する実験では ,1 ℃の 

4段階 を設け,日長はすべて 76時間照明 8時間暗黒 

5
,20,25,30 もほぼ同じ伯で ,Kは雌の

j..摘 潤 は.いすj の温度条作 卜で L雌の Jr L4
 か付 く, 

6L8D)とし,日長に関す る実験では ,2℃の5
1
(

.輔期間は､温度が高いほど如 く左･り.tt,定温下で .12L 1
-2上),13L lD,14L 10D.6L1
-
1
- /･-

-8Dの 4段 階 を設けた. 雌の 万かやや怖 く.Kは雄の 万がやや 多か-.た.

Lc ,lJ 徳

5
卵 -輔 までの総期間日 美jしては .1
℃ C')摘期間の

デー タが得 吊 0L7C ℃では高温障害'/かつたことと .3
ⅠⅠⅠ 結 果

9


5
)(

06.98.


による発育の遅れが認め 左れたため .2℃ と2℃の

本実験では同一卵塊から同一 日に∴化 した幼虫を デー タのみ を用い､2点法 4)によ -,て求めると 

℃ ,雌では 1 ℃で ,Kは雄では54日

発育日数

to,

用いたので.卵期間の個体にi:るば らつ きはなかっ は雄では 

(Ta

た.

be 1).卵期間は温度が高いほど机かか っl

5


0皮 ,雌では62日度であった.なお産卵 前期間は 各

温度条件下では調へなかっ/二か ,2℃ては約 2日で

あった. 
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いずれの日長条件下でも雌の万が 2 4日良く,1

L-11Dおよび14L ODでは雌雄 とも他の日長条件
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幼虫の経過令数の度数を示した. 1,2,2℃のい

ずれの温度下でも,雄の幼虫の経過令数は 5令であ

ったが,3℃では 6令型や 7令型のものが少数出現

した.雌では,1,2℃ではすべて 6令型であった

444 

22 

00 
00が,2℃では 5令型のものが多少出現し,3℃では

6令型の他に 5令型が少数 と7令型が比較的多く出

現 した.

次に各日長条件下における雄の経過令数をみると, 
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少数 7令型が現われた. 

Flg lはいろいろな令型の幼虫が多く現われた 

6つの場合について,経過命数 と発育日数 との関係
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発育日数に対する日長の影響は ,Table2に示す

卵期間はいずれの日長条件 下でも8-9日で ,日長

による差はほと/Lど認められなかった.幼虫期間は

下のものよりもやや長 くなった.蛸期間は雌の方が 

1- 3日短 く,日長によるちがいはせいぜい 2日に

すぎなかった .

悶 
幼虫の経過令数 

Table3に各温度および各 E]長条件下における

-25日で, 6令型
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合は, 5令型幼虫の発育目数は2
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Cでは雌雄 とも 5, 6. 7令TF･J.o03

65

()o
であ ったが,3 Cでは虹建里が 1 %,中間 

( ℃は前述の 1

0o'J-"1

幼虫が現われたが

†経過令数の 多い個体はど発育期問が長か一一ノた. 日(牛F 16L射止度条 長はすべて -

,2週畑 土 に示す とお り Cではすべて長辺F 3FI
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ついてみると, 12L-121)では 5令型も 6令里もす

べて机辺7fJとなり, '_-1r 11.1Dでは 6分里も7令里も.. =

すべて知遇 fFJ.1 -tDでは 6令里からは長,中,I 4L )_ l

知の 3週刊が出現 L. 7分里からは如塑型のみが現

われた,従って,幼虫時代の経過令数と,辺 fE.uとの

間には一定の関係は認められないようである. 

Ⅳ 考 察

本楯の雌の建型および卵の休日1=は日長によって廿Ⅰ.

決定されているが2)･3), その臨界日長は,青森県弘

前 (03' 4)2' 塵の個体群では2℃で1407N,1(07 E) 0 5 

-16時間2',神奈川県平塚 (35020'N, 139021'E)

産の個体群では25℃で13.5-14時間3),昆野県娼坂 

(30(' 301' および飯 山 302 こ64)N, 18 4 E) (651N, 1ミ 

8923'E)産の両個体群では25℃で 14.5-15時間の範

囲にあると推定されている3).本実験により京都 

(30' 388 E,海抜7)52N, 154' (m)塵の個体群の臨

界 El長は14時間付近にあると推定され (FILT 2),

京都より高緯度の弘前や長野産のものよりは短 く,

ほぼ同緯度の平塚産のものとほとんど同じであった.

すなわち佐藤3)が指摘 した,本種の臨界日長は北方

産個体群ほど良くなる地理的勾配を認めることがで

きる.こうした現象は一つの気候適応として他の昆

虫でも知られており5',本楯の生活史に重要な意義

を括っていると思われる.

佐藤3)は平塚での発生は牛 3回で,頂板や飯山で

は年 2回発生すると推察している.京都における発

生消長の資料はないが,発育零点や有効積算塩呈

(TとIblel),臨界日長 (Flg 2)および気候

表6)に基づき,本棟の食倒のおよその発芽期である 

4月中旬 (16E])(この時期の臼平均気温は12-13℃

で,卵や幼虫の発育 (Tとlblel)には十分な温度

である)を起点として雌成虫の羽化時期を算出する

と, 6月下旬-7月 卜旬, 8H 卜旬, 9月中旬と年 

3回発生することになる.本梓の日長に対する感受

期は幼虫後期である21.3)ので,京都での各世代の感

受期はそれぞれ, (j月中旬, 7月 卜旬 . 9月 卜旬と

推定される. 6H中旬は夏至に近 く日長 (薄明薄暮

の時間をJJI算.以下同じ)か1 .時間と鼓も長い時] 55

期にあたり,雌は長辺里となろう. 7月下旬も日長

は15時間以｣二あり,長辺里の雌が.出.硯すると考えら

れる. 9月 l･_旬は L]氏か 14時間以下であるので羽化

してくる成虫の大部分は無辺型となると推察される.

ただし,夏の高温 ( (日～9Hl0日の京都では 7月L)

2ヵ月間は日量高気温の平年値が30℃をこえる6)ル二

よる発育の若Tの遅れを想定すれば､31i:l代目の幼

虫の感受期が 9月中-下旬 (日長は13.5時間以下 )

にずれるので,この時期の日長は臨界日長をかなり

下回り,羽化Lてくる成虫 (9目下旬 -1O月上旬に

出現)はすべて短辺製となると考えられる.この短

辺型の雌は他の地域の個体群2)･3)と同様におそらく

休眠卵を産むたれ 卵で越冬するものと思われる (

京都でも冬季,野外で本種の卵塊を確認している). 

Flg 3に示 したように高い温度で短辺型が若干

出現 した.これは高温による単なる辺の伸長障害か

も知れないが,高温で臨界日長が伸びる可能性も考

えられる. DANLVKI 7)は, IL度が低 くなるIESI ,i
と臨 界日長が 良くなることを何種確かの昆虫の例

をあげて指摘 しているが,諸星8)は,カイコBomb-

yxmTi ･o'では峠 F期の高温によって休眠卵を産む母
蛾の割合が高くなると述べている. ヒメシロモンド

クガにおいても,卵や幼虫時代の温度と辺型や卵の

休眠性について詳細に調べてみる必要があろう.

幼虫の経過令数は雄と雌で異なり,-股に雄は 5

令,雌は 6令であった (Table3).しかし,雌雄

ともこれらとは異なった経過令数をとる幼虫も少な

くなく,特に臨界日長付近の14LがlODや30℃では,

経過令数が増加する傾向が認められた.佐藤3)も平

塚塵個体群において経過令数が通常のものと異なる

個体が見られたと報告 しているが,それはごく少数

千. しかも正常な生育をしなかったと述べている.

しかし,本実験では異なった経過令数をとる個体が

多く, しかもほとんどが正常な生育を遂げた.諸星 

8)は,カイコではr石｣一品性の個体でも経過命数が異

なり,多化性品種では発育が早く,しかも令数の少

ない幼虫から得られた母蛾は休眠卵を生み,発育が

おそく,令数の多い幼虫から得られた母蛾は非休眠

卵を産むことを兄い出し,これにはアラタ体の機能

が関与していると述べている.本実験では,経過令

数 と雌の塑型との間に一定の関係は認められなかっ

たが (Table4),雌雄 とも臨界日長以下の条件

下で粗なった経過命数の個体が出現 したことは注目

に値する.今後,経過命数,雌の建 型および卵の休

日則生の相互関係について,内分泌学の而からの検討

が必要であろう. 

Ⅴ 摘 要

リンゴやプラタナスの害虫であるヒメシロモンド

クガの雌成虫には 2型があり,夏季に出現する個体

は普通の辺を具えているか,秋季に出現する個体は

辺が壊化し飛ぶことができない.

京郡市産の個体をいろいろな日長および温度条件
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下で飼育 Lた結果,雌の迎型は日長によって決定さ

れ,約 14時間という臨界日長より長い日長条件下で

は良耀型が,短いE] l..長条件下では短辺BJが出現する

ことが分った.本種の臨界日長には北方産個体群ほ

ど長 くなるという地理的勾配が認められているが,

京都産個体群もこの関係に従っていた.

卵～蛸までの総期間の発育零点は雄では9.8℃,雌

では10.6℃で,有効積算温量は雄では594日度,雌で

は602日度で,京都市内における世代数は年 3回と推

定された.

幼虫の経過令数は通常,雄では 5令,雌では 6令

であったが.雌雄 とも特に臨界日長付近や高温下で

増える傾向が認められた. しか し,経過令数 と雌の

廼型との間には一定の関係は認められなかった

本研究に当り,ご教示 とご配慮をいただいた広島

大学総合科学部の高倍史樹教授,ならびに論文の御

批判をいただいた本学農学部の杉本毅博士に厚 く御

礼申し上げます.
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